
に
文
章

二
簾
を
蒙
表
す

る
。

・

昭

和

八

年

（
三
十
七
歳
）

二
月
四
日
、
父
、
信
者

（
八
十
歳
）
死
去
。

「
ホ
ヽ

ト
ギ

ス
」

に
、

二
篇
、
「
玉
藻
」

堅

二
簾

の
文

章

襲

表
。

こ
の
年
、
五
月

「
花
鳥
巡
鰻
」
の
稿
を
起
し
、「
ホ
ト
ト

ギ

ス
」
叶

二
月
兢

よ
り
茸
掲
さ
れ
、
三
十

二
篇

（
昭
和
十

一

r

年
七
月
結
構
）

に
及
ぶ
。

・

昭

和

九

年

（
三
十
八
歳
）

「
玉
藻
」

に
五
稿
、「
俳
句
研
究
」
に
六
稿
を
襲
表
す
。

二
月

二
十
三
日
、
］母
の
七
周
忌
を
修

し
た
。

五
月

十
九

日
は
り
、
第

一
生
命
保
険
相
互
曾
社
内

「
あ
を
き

ゃ
旬
倉
」
の
邁
を

ほ
じ

め
僧
導

に
任
じ
る
。
（
鼓
年
ま

で
、
横

軸

聴

．「
あ
せ
き

ゃ
」

忙
毎
親
近
詠
を
襲
表

し
」

雑
詠

邁
並
に

指
導
舶
文
章
を
も
掲
載
す
る
）

六
月
、
「
ホ
ト
ト
ギ

ス
L
⊥同
人

に
推
挙
さ
れ
た
。

十
月
、
玉
凛
社
よ
り
集

一
句
集
「
川
端
茅
舎
句
集
」
襲
刊
。

大
正
十
二
年
秋

よ
り
、

昭
和
八
年
八
月
迄

の
虚
子
選

の
作
品

を
収
銀
す

る
。

こ
の
句
集

は
中
村
秀
好

の
斡
旋

に
よ
る
。

昭

和

十

年

（
三
十
九
泉
）

一

▲
▼

「
玉
藻
」
に

一
業
、「
俳
句

研
究
」

に
三
璃
、
「
ホ
F

ト
ギ

ス
」

に
十

二
稿

を
襲
表
す
る
。

五
月
十
八
日
、
石
紳
井

に
吟
行
す
る
。

十
月

二
日
、
離

京
。
四
日
、

生
駒
山
上
、
五

日
、
和
歌
山
市

父
母

の
墓

参
、
七
日
、
八
日
、

九
日
、

京
都
。

（
三
月
十
六
日
の
日
記

に
「
精
神
も

肉

捜

も

危

耕

の
感
あ

り
」
と
あ
る
も
、
こ
の
年
西
下

敢
然
旗
行
を
決
行

し
た
）
。

†

昭
和
十

一
年

（
四
十
歳
）

一

一
月

二
十
日
、
龍
子
二
女
和
歌
子

死
去
、
哀
惜
す
。

「
ホ
ト

ト
ギ

ス
」
し
へ
十
稀

、
「
俳
句

研
究
」

二

稀

、「
玉
藻
」
そ

の
他

へ
も
赦
稿

を
茸
表
、

し
き

り
に
俳
書
を
耽
読
病
臥

の
生
活
を

つ
づ
け
た
。
食
態
旺
盛
。

二
月
十

六
日
、
高
津

虚
子
、

外
遊
出
襲
。

…
…
M
㌍

叫
開

場

贋症
ふ

毒
空

時
に
病
む
。
五

六
月
十
五
日
、
高
津

虚
子
辟
朝
、
棟
溝

に
出
迎

へ
る
。
七
月

十

日
、

丹

青

の
た

め
、

ギ

プ

ス
に

寝

る

こ

と

か
肝

来

な

か

つ

】60

た
が
再
び
ギ
プ
ス
忙
凍

る
。
こ
の
頃
、
「
ホ
豪

腕

選
を
見
る
。

十
二
月
六
日
J
「
あ

な

き

り
」
書
見

と
共

に
、
行
横

位
哺

欄

干
鳥

を
見
る
。
盛

刈

千
鳥
」

の
作
あ
り
。

昭
和
十

二
年

（
四
十

一
億
）

「

ホ
ト
ト
ギ

ス
」
凡
瑞
、
「
葛

研
究
L
八
橋
、
「
玉
藻
」
そ

の
他

旺
赦
瑞

を
教
轟
。

「
ホ
ト
ト
ギ

ス
」
耗
詠
瀧
避
、
概
ね

病

臥
の
作
句

生
活
を

つ
づ
く
り

こ

の
年
l、
毎
月

の
ご

と
く
、
「
あ
を
き
り
」
倉
見
と
共

に
、
上

野
花
山
革
、
鬼
子
母
紳
、
柴
又
、
手
首
奈
堂
、
豊
島
城
址
、

多
井
川
、
清
澄
公
園
、
兎
月
園
、
日
比
谷
公
園
、
後
柴
園
等

に
吟
行

し
た
。

六
月
、
「
あ

を
き

り
」
倉
見

と
共

に
鹿
島
香
取

へ
鰊

行
し
た
。

昭

和
十

三
年

（
四
十
二
親
）

「
ホ
ト
ト
ギ

ス
」
七
穣
、
「
俳
句
研
尭
」
八
稀
、
「
誹
謂
」
に

俳
讃
辞
そ
の
地
政
構
な
讃
表
す
心
概
ね
病
臥
。

六
月
九

日
、
修
善
寺
行
、
十

日
、
墓

参
、
十

一
日
蹄
京
。

昭

和

十
四

年

（
四
十
三
洗
）

「
ホ
りト
ト
ギ

ス
」

へ
十
三
稿
、
イ
俳
句
研
究
」

へ
八

瑞
、
「
玉

藻
」
「
緋
譜
」
‥そ
の
他

へ
多
く
執
筆
す

る
。

一
月

一
月
、
日
光

へ
行
き
郎
8
膵
京
す
。

二
月

一
日
、

和
歌
山

へ
出
襲
。

二
日
、
父

の
七
周
忌
法
要
。

三
日
、
修
善
寺
帯
、
休
養
、
五

日
、
靡
京

し
た
。

三
月
、
大
磯
確

立
滞
、
囁

立
庵

に
吟
行
。

四
月
、
茸
熱
、
左
肺
苦
痛

の
日
多

し
ぃ

五
月

十
五
日
、
第

二
句
集

「
華
厳
」
龍
星
閣
よ
り
襲
刊
、
昭

和
八
年

よ
り
昭
和
十
四
年
迄

の
句
を
収
録
す
る
。

ノ

六
月
八

日
、
世
襲
九
州
行
。
九
日
藤
波

小
野
屋
子

細
済

。
十

一
日
、
俳
句
大
食
出
席
。
十
三
日
、
秋
月
吟
行
。
十
七
日
、

句
骨
。
十
八

日
、
太
宰
府
吟
行
。

二
十
日
、
藤
岡
出
鼓
絆

漬

し

た
。

昭

和

十

五

年

（
四
十

四
鼓
）

「
ホ
ト
ト
ギ

ス
」

へ
十
九
稿
、「
俳
句
研
究
」

へ
七
稿
、
そ

の

他

へ
救
瑞
を
襲
表
し
た
。

．

】
月
以
来
、
廉
、・
耗
烈
、
呼
吸
困
難
、
頭
痛
、
喀
血
、
歯
痛
、
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